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対外的代表者として交渉するなどその必要性から復活させたのだが，三代目の王 Tongiaが１９１７年



















＊ニュージーランド国立オークランド大学図書館 Pacific & NZ Collection所蔵のマイクロ
フィルム
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共施設・設備等村の福利・厚生全般の向上について審議し，率先して実行する責任をもつ。
現在，ニウエには L.M.S.系のニウエ教会（Ekalesia Niue）以外に Seventh-Day Adventist（安息
日再臨派），エホバの証人（ものみの塔），モルモン教，ローマ・カトリック教などが入ってきてい













































かつての fagai は同一のもしくは近隣の耕作地を利用している者の集団であったから，同一 ma-
gafaoa に帰属するか，遡れば同一の tupuna（共祖）に辿りつく人々によって構成されていた確率
が高い。これに対して fagai の機能を継承した vehevehe 組織は居住の本拠地が内陸部から沿岸地域
に移動し，定住した後の制度で，行政村の内部を地理的に区分したブロックである。当然，同一 fa-































































１８４６年，L.M.S.の宣教師である英国人のWilliam Gillと H. Nisbettはラロトンガ人およびサモア
人の宣教団教師と共にニウエ人の Peniaminaと Fakafitienuaを伴ってMutalauの Ulivehiへ上陸し



























に分かれて敵対し，しばしば戦闘を繰り返していた。またMotu と Tafiti の内部もそれぞれに一定
地域を占有するいくつかの部族がおり，それらも境界線をめぐって相互に頻繁に戦闘を行っていた。
同一部族に属する magafaoa は部族領域内の一定地域をそれぞれ占有していたが，magafaoa レベ
ルですら相互に領域をめぐって紛争が絶えなかった。




恐らくその多くが toa であろう。戦争その他必要な時に部族の magafaoa が集まり，その takitaki
たちが暫定的な政府を構成する。そして各部族は戦時リーダーである toa たちの指揮の下に戦った
のである。
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一方，宣教師側は，taula-atua との対立やその妨害に対して taula-atua に降りかかる災難や不幸な
出来事はすべて「神」の怒りによるものであるという説明法を利用した。言い伝えられているい
くつかの寓話を示しておこう。















































は AvateleのMuatoga，HakupuのMuifonua，Mose，Tavita，Likuの Iona Vemoa，Tuapaの名前
不詳の toa 等々，みな toa である。この当時はまだ島は全体として戦闘状態にあり，他の部族や ma-
gafaoa の土地を通過するだけでも戦争になりかねない情勢であったから，殺されずに他部族の土
地をいくつも越えてMutalauへ行けるのは toa のみであったと推測される。伝承されている toa 達
の活躍を述べてみよう。






に福音を語りながら。Motu と Tafiti は常に戦闘状態にあるためMuatogaは艱難辛苦の後，漸
く Avateleに辿りついた。そして人々にキリスト教の教えを話して聞かせ，賛同者を集めた。
村の pule や patu たちの批判や反対があったが，次第に Avatele全域に浸透していった。
２）Hakupuの Fineoneの３兄弟（Muifonua，Mose，Tavita）はみな tao であった。Mutalauで
Pauloの説く新しい考え方に印象づけられ，教えを乞うた。そして人々に何を教えればよいの
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３）Hakupuの別の部族の pule である Iona Vemoaも新宗教を知ろうとしてMutalauへ行った。
キリスト教の教えを聞いてから Hakupuへの帰途，Likuで親類の家に泊まり，そのまま Liku
の女と結婚してしまった。そして Likuの人々にキリスト教を教えることになる。




















ウエ語でこれを faituga というが，これは taula-atua が神々に犠牲を捧げた神聖な場所 mata faituga
（mata=base, center）から由来する。ニウエで最初につくられた信者集団は PauloがMutalauで起


































































































































牧師はキリスト教化以前の在来社会における patuiki 及び taula-atua のそれを継承していると考
えられる。牧師は「神」の代理人と見なされ，taula-atua の持つ聖なる力を受け継いだ tagata tapu
（a sacred man）であるとして人々から非常に尊敬された。牧師の下した決定に異論を唱えると，執
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る。こうした牧師への奉献を fagai もしくは poa というが，両者を区別して fagai はもっぱら食物
に，poa は金銭に対して使われる場合もある。fagai あるいは poa はほぼ定期的に行われ，タロイ
モ，ヤムイモ，タピオカ，バナナ，鶏，ハト，コウモリ，ヤシガニ，魚，サトウキビ，マット等が
献上された。これはキリスト教伝来以前に行われていた taula-atua や pule へ物品を送って mana
と神々の恩恵を受けるという慣習が対象を牧師に代えて続けられたと考えられる。牧師に fagai
を贈ることにより牧師から祝福を得るわけだ。収穫物の最良のものや初実が fagai として牧師に贈
られる事がそれを物語っているであろう。fagai は magafaoa 単位で分担した。magafaoa の繁栄





この様にキリスト教の伝来前には magafaoa や村の繁栄は pule や taula-atua へ奉献した fagai や
poa の量によって決まると考えられていたため，各 magafaoa や村は競って彼らに奉献したが，キ
リスト教時代には宣教師や牧師への poa と fagai を，さらに貨幣経済の浸透後は献金の多寡を競う




































































前章で述べたようにニウエの人々は競い合って poa や fagai の為に労働を行い，金を貯め，教会
に献金した。在来の慣習である poa も fagai も彼らにとって贈れば見返りのあるものであった。し
かし献金した金は殆ど L.M.S.本部へ送られてしまい，彼ら自身の教会のためには殆ど使えない。実
はこの事への不満は以前から存在していた。例えば１８８７年，ニウエの人々が献金の中から牧師の




１９１３年の記録に見られる。人々は poa を分割し，一部は L.M.S.へ送るが残りを地元ニウエで教会
堂や牧師館の建設や修理に使いたいと申し出た⑨。さらに，宣教師は本部から俸給を得ているので
あるから地元民は彼らに poa や fagai を贈る必要はない，等の主張も現れた⑩。財政問題ばかりで
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失った。こうした傾向は牧師の権威が低下して執事の権限がより強まった事を意味しているので





































１９５１年にモルモン教が入って来た時，ニウエ教会会議は在留弁務官 C. H. Larsenに対し，モル
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② Tahiti, Hawaii, Tonga, Samoa等に見られる。
③ 最も組織的な研究として Boutilier, Hughes & Tiffany（eds.）１９７８があげられる。
④ Lawes, F. E.１９０２：３
⑤ Loeb１９８５（１９２６）：５５





① Harbutt & Drummond : L.M.S. Microfilm３３６
② Niue Statistics２００４
③ Niue Agricultural Census１９８９：１
④ １９９１年センサスでは農業戸数の１３％が換金用作物を生産していたがその後の人口減少と共に限りなく
ゼロに近づいている。






② Ryan, op. cit.：９
③ Loeb, op. cit.：２９
④ Smith１９８３：９２
⑤ 伝染病はインフルエンザらしい。梅毒という説もある。Loeb, op. cit.：３３
⑥ Smith, op. cit.：９３





② Turner１９８４：４６６－４６７；Powell, op. cit.：４１－４３
③ Makani１９９３：７
④ Turner, op. cit.：４６７
⑤ Ibid.
⑥ Mutalauの既婚女性と駆け落ちしたといわれている。K. Makaniによる Panikitauからの聴き取りによる。
Makani, op. cit.：６１
⑦ Murray１８６３：３６３；Powell, op. cit.：４４
⑧ Makani, op. cit.：１５
⑨ Vilitama１９８２：９２
 Murray, op. cit.：３６８
 Talagi１９８２：１１２
 Etuata & Tanaki１９８２：１００
 Etuata & Tanaki, Ibid.：９９；Loeb, op. cit.：１６６
 Loeb, op. cit.：１６６，１７４；Smith, op. cit.：５０；Ryan, op. cit.：９７
 Makani, op. cit.：１０
 Loeb, op. cit.：３５
 Ibid.
	 Loeb, op. cit.：３５
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 Ibid.：３５－３６
 Ibid.：３４
 Talagi, op. cit.：１１５
 Ibid.
 Avateleはニウエ島唯一の浜辺のある村である。
 Makani, op. cit.：１４
 Ibid.：１５
 K. Makaniによる Tuputoga Vemoaへの聴き取りによる。Makani, op. cit.：１５
	 Loeb, op. cit.：３４－３５

 Murray, op. cit.：３６６
 Makani, op. cit.：１９
 Murray, op. cit.：３６６；Powell, op. cit.：４６
 Murray, op. cit.：３７１
 Niue（Savage Island）：２；Talagi, op. cit.：１１６
 Murray, op. cit.：３６６
 Makani, op. cit.：１９
 Niue（Savage Island）：２
 原則的には一夫一妻制であったが toa や pule の中には一夫多妻を行っている者もいた。
 Murray, op. cit.：３７０；Talagi, op. cit.：１１６
 Murray, op. cit.：３７１
Ⅴ
① Makani, op. cit.：２２




⑥ Becke１８９８：２８７；Makani, op. cit.：４９
⑦ Koskinen, op. cit.：３６
⑧ Loeb, op. cit.：３８－３９
⑨ “Church Members１８７２－１９１２,”
 Lawes, F. E.１８７７
 Cullen１８９３
 Makani, op. cit.：２８







 Makani, op. cit.：３５
 Niue（Savage Island）：６；Ryan, op. cit.：１５５；Talagi, op. cit.：１１８－１１９
 Lawes, F. E.１８７７
 Smith, op. cit.：４２；Talagi, op. cit.：１１８
 Etuata & Tanaki, op. cit.：１００；K. Makaniによる Talaitiへの聴き取りによる。Makani, op. cit.：４１
 Niue : A Resource Book for Teachers１９７８：２７－２８
 Niue（Savage Island）：１７，２３
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⑥ Makani, op. cit.：７６
⑦ Lawes, F.E.１９１１
⑧ Niue（Savage Island）：１５




 Lenwood１９２０；Beharell１９２０；Makani op. cit.：８０
 Beharell１９２３
 Barradale１９２６





② K. Makaniによる Tongia Vivianiへの聴き取りによる。Makani, op. cit.：９７
③ Ibid.
④ Forman, op. cit.：２３
⑤ Makani, op. cit.：１０１
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